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川島ホスピタルグループに 
おける透析患者数 

66% 

15% 

13% 
6% 

川島病院：647名 

鴨島クリニック：145名 

鳴門クリニック：123名 

脇町クリニック：64名 

川島透析クリニック：530名 
鴨島川島クリニック：141名 
鳴門川島クリニック：120名 
脇町川島クリニック：97名 

計 954名 







 透析室内部の様子  



川島ホスピタルグループ 
震災対策会議 



転倒防止工事による固定の例 



40t 10t 

受水漕 高架水槽 地下水処理装置 

6t / H 

水の確保 ＋ ＋ 

電力の確保 自家発電 

熱源の確保 
ボ
イ
ラ
ー 

重油 常時 

3000L以上備蓄 

あすか地下タンク  

11.4L/H 

46.5L/H 

(タンク容量19.5t） 



日本透析医会 
災害時情報ネットワーク 

各都道府県の透析医会 

徳島県災害時情報共有システム 

広域災害救急医療情報システム
（ＥＭＩＳ） 

徳島県 





すだちくんメールコミュニティ 

すだちくんメールコミュニティは、 
その時の災害活動の様子がわかる。 
 
例）透析を開始しました。〇〇病院 
  移送車が到着しました。 
  透析用水が〇〇ｔ確保できてます。 
 
リアルタイム情報がわかる。 
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緊急時連絡方法における所要時間の比較 



  全体の状況 循環器病棟における状況設定 循環器外来における状況設定 あすかにおける状況設定 
10:00 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
10:02 
  

大震災発生（震度７） 
全館停電→自家発電起動（数秒のタイムラグ） 
天井照明落下 
建物壁・渡り廊下に亀裂が入る 
患者・職員転倒、落下物により負傷者多数 
公共水道断水→井戸水による供給 
公共通信不可→院内内線のみ通話可 
本院破砕装置より出火 
本院３階給湯室より火災発生 
揺れが治まる。 
本院受付に災害対策本部設置 
Drは担当部署へ急行 
治療を中止して患者の安全確保 
消火活動・被害状況収集 

緊急院内放送をする（落ち着かせるため） 

  損害及び状況（①物的損害   ②人的損
害）  
ＣＣＵ（呼吸器装着中のＡＭＩ患者１名収容中）（ＮＳ 1 名）
  
  ① ・酸素吸入、吸引スタンド転倒 
  
・ 点滴台、人工呼吸器、輸液ポンプ等転倒  
・ ＰＣ、モニター類落下 
・ 棚の物品落下  

   
   ②  ･人工呼吸器が外れる 
    ・点滴台が転倒し、ライン抜去状態になる 
  
    ・モニター監視不可 
  
  
病棟（１９名満床状態）（ＮＳ3名） 
  ①  ・ポンプ使用点滴中患者３名あり（モニター・酸素使用中） 
 点 滴 台 転 倒 し 、 ラ イ ン 抜 去 状 態
  
  

    ・廊下・・・包交車転倒、ワゴン・心電計移動状態
  
    ・詰所・・・ＰＣ・モニター類落下 
  
          棚の物品落下 
   
          救急カート移動状態 
  
    ・リネン庫・・・棚から物品落下 
  
            点滴台、モニター類転倒 
  
   ②  ･点滴台が転倒し、ライン抜去状態になる 
  
    ・モニター監視不可 
  
  
    ・酸素吸入不可（中央配管） 
   
・ 歩行中の患者転倒（軽症）（3名） 
 本院より院内放送あり 
  
   

・点滴台転倒  
・棚の物品落下  
・ＰＣ落下 
・待合室ＴＶ落下 
・処置室物品落下 
・検査室物品落下 
外来患者受付に5名 
    診察室に2名 
    処置室に1名 
    心電図室に1名 
外来患者負傷者3名軽症 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
避難誘導（受付1名） 
他職員は病棟へ応援   
本部へ報告 

１．事務所 
物的被害 

整理棚、パソコン転倒散乱 
人的被害 
 負傷者１名 

２．居室（居住区） 
物的被害 
 テレビ、タンス、食器転倒散乱 
人的被害 
 負傷者１０名 

１．館内電源 
   バックアップバッテリー数分 
２．自家発電機 
   非常装置への電力供給のみ 
  
  
１．あすか災害対策組織設置 
１．各階倉庫より火災発生 
２．初期消火、避難誘導 
３．人的被害状況確認 
４．応急救護 
５．災害対策本部へ連絡 
   けが人を川島病院へ搬送 

10:12 
  

透析室・病室・外来独歩患者救急処置後避難開始 

被 害 状 況 を 把 握 ・ 本 部 へ 連 絡
  
エレベーター・トイレ内確認 

職員負傷状況を各部署の長が判断して避難指示を
与える。 
病室内にて震災による重症患者のトリアージ開始 
本部へ応援要請（他部署から応援） 
  

・ 本部へ報告（第１報告）（ﾘｰﾀﾞｰ）              
・ 独歩患者（1２名転倒患者軽症内1名歩行介助要）     
・ 護送患者(7名)避難誘導開始 
独歩患者11名NS1名が避難誘導 

・ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ、Ｄｒ病棟内ラウンドし、重症患者のトリアージ施行
  
･ﾄﾘｱｰｼﾞの順番から護送患者を避難させる。（ＮＳ3名、外来より数名）
 避難方法(布団に患者を乗せ４名でもち階段を搬
送) 
人員不足の場合、本部へ応援要請（ﾘｰﾀﾞｰ） 

    

10:30 建物の安全確認 
  

本部へ報告（中間報告）（ﾘｰﾀﾞｰ） 
建物の安全確認(総務)   

  １．物的被害状況確認 
２．安全宣言発令 

10:45 避難患者の帰院開始 
負傷人数確認 
重症者は外来で処置 

避難患者の帰院開始 
（ 3Fへはｴﾚﾍ ﾞ ｰ ﾀ ｰ使用×）      負傷者の診察、処置施行
   

  １．入居者帰居開始 

11:00 近隣の被災者来院 
外来被災者で外来が騒然となる 

玄関にてトリアージを行い、医師会・県・消防へ
応援要請。 

・転倒や落下した機器等の点検 ( 検 査 技 師 )
  

外来来院者トリアージ    

11：30 医師会・県・消防へ現状報告 ・非常食配布(栄養士 )  
・本部報告（最終報告）(ﾘｰﾀﾞｰ) 
  

     

  １ 非常食の配布 
  
  

  訓練テーマ 訓練テーマ 
  

現実に地震が起こった時に役だつ避難訓練 

訓練テーマ 訓練テーマ 

災害対策訓練タイムスケジュール  



  全体の状況 循環器病棟における状況設定 

10:00 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
10:02 
  

大震災発生（震度７） 
全館停電→自家発電起動（数秒のタイムラ
グ） 
天井照明落下 
建物壁・渡り廊下に亀裂が入る 
患者・職員転倒、落下物により負傷者多数 
公共水道断水→井戸水による供給 
公共通信不可→院内内線のみ通話可 
本院破砕装置より出火 
本院３階給湯室より火災発生 
揺れが治まる。 
本院受付に災害対策本部設置 
Drは担当部署へ急行 
治療を中止して患者の安全確保 
消火活動・被害状況収集 
緊急院内放送をする（落ち着かせるため） 

  損害及び状況 
（①物的損害   ②人的損害）  
ＣＣＵ（呼吸器装着中のＡＭＩ患者１名収容中）（ＮＳ1
名）  
  ① ・酸素吸入、吸引スタンド転倒   
・ 点滴台、人工呼吸器、輸液ポンプ等転倒  
・ ＰＣ、モニター類落下 
・ 棚の物品落下   

  
   ②  ･人工呼吸器が外れる 
    ・点滴台が転倒し、ライン抜去状態になる 
  
    ・モニター監視不可  
   
病棟（１９名満床状態）（ＮＳ3名） 
  ①  ・ポンプ使用点滴中患者３名あり（モニター・酸素使
用中） 
 点滴台転倒し、ライン抜去状態 
   

    ・廊下・・・包交車転倒、ワゴン・心電計移動状態
  
    ・詰所・・・ＰＣ・モニター類落下 
  
          棚の物品落下  
  
          救急カート移動状態 
  
    ・リネン庫・・・棚から物品落下 
  
            点滴台、モニター類転倒 
  
   ②  ･点滴台が転倒し、ライン抜去状態になる 
  
    ・モニター監視不可  
   
    ・酸素吸入不可（中央配管）  
  
・ 歩行中の患者転倒（軽症）（3名） 
 本院より院内放送あり 
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●初動対応について考える 

●各部署のアクションカード 

●発災時の災害対策発動基準 

今後の課題 



ご清聴ありがとうございました。 


